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線虫 C. elegans は，土壌に生息するわずか 1mm 程度のシンプルな動物であるが，細胞死，RNAi

などの分子機構の解明に大きく貢献している．我々はこの C. elegans 研究の利点を活かし， 低

密度リポタンパク質の取り込みや調節性分泌などといった内分泌・代謝に関連する新規因子の探

索と解析を進めている．また，近年，動物発生メカニズムにも着目し，受精前後において減数分

裂期から胚発生期に向けた細胞内環境の劇的なリモデリングが起こることを見出している．さら

に，多くの動植物においてミトコンドリアは母方からのみ子孫に受け継がれるという母性遺伝と

いう現象に着目し，受精卵において精子由来の父性ミトコンドリアがオートファジー（自食作用）

によって選択的に除去されることが母性遺伝の仕組みの一端であることを明らかにしている．本

セミナーでは， これらの研究成果と C. elegans 研究が持つ可能性についてご紹介する． 
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